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国立大学法人東京医科歯科大学 （単位：千円）

予 算 額 決 算 額
差 額

（決算 － 予算）
備 考

 収　入

運営費交付金 18,938,226 19,639,179 700,953 （注１）

施設整備費補助金 4,780,092 5,857,287 1,077,195 （注２）

補助金等収入 230,750 1,289,939 1,059,189 （注３）

33,000 33,000 -

自己収入 26,511,216 26,536,448 25,232

授業料、入学料及び検定料収入 1,662,305 1,623,025 △ 39,279 （注４）

附属病院収入 24,660,048 24,540,913 △ 119,134 （注５）

雑収入 188,863 372,509 183,646 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 3,437,728 3,545,805 108,077 （注７）

引当金取崩 - 94,818 94,818 （注８）

目的積立金取崩 - 698,317 698,317 （注９）

53,931,012 57,694,795 3,763,783

 支　出

業務費 38,324,591 36,294,601 △ 2,029,989

教育研究経費 13,005,682 9,258,235 △ 3,747,446 （注10）

診療経費 25,318,909 27,036,365 1,717,456 （注11）

一般管理費 2,191,137 1,831,963 △ 359,173 （注12）

施設整備費 4,813,092 4,932,727 119,635 （注13）

補助金等 230,750 1,290,003 1,059,253 （注14）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 3,105,479 3,339,950 234,471 （注15）

長期借入金償還金 5,265,963 5,265,963 0

53,931,012 52,955,208 △ 975,803
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○予算と決算の差異について

（注13） （注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が119,635千円多額となっております。

（注８） 退職手当及び賞与の支払いに伴い、相当分について引当金を取り崩したことにより、94,818千円決算
額が多額となっております。

（注12） 一般管理費については、競争的資金の獲得による間接経費の増及び経費の節減に努めたため、予算額
に比して決算額が359,173千円少額となっております。

（注14） 　（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が1,059,253千円多額となっております。

（注15） 　（注７）に示した理由等により、予算額に比して決算額が234,471千円多額となっております。

（注３） 補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の獲得に努めたため、
予算額に比して決算額が1,059,189千円多額となっております。

（注４） 授業料、入学料及び検定料収入については、学生在籍者数が見込を下回ったため、予算額に比して決
算額が39,279千円少額となっております。

（注７） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国等からの受託
研究並びに寄附金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が108,077千円多額となっております。

（注５） 附属病院収入については、入院稼動率が見込を下回ったため、予算額に比して決算額が119,134千円少
額となっております。

（注２） 施設整備費補助金については、平成２０年度補正予算により耐震対策事業費等が措置されたことによ
り、予算額に比して決算額が1,077,195千円多額となっております。

（注９） 目的積立金による事業の実施に伴い、見合の経費を繰り入れたことにより、698,317千円決算額が多額
となっております。

（注10） 教育研究経費については、退職手当の支給額が見込を下回ったこと、及び目的別業務区分の見直しに
伴い、附属病院診療に関わる人件費相当額を診療経費で整理することとしたため、予算額に比して決算
額が3,747,446千円少額となっております。

（注11） 診療経費については、医薬品費、医療材料費等の増、及び（注10）の業務区分の見直しに伴う附属病
院診療に関わる人件費相当額の増等により、予算額に比して決算額が1,717,456千円多額となっておりま
す。

（注６） 雑収入については、主に財産貸付料、版権及び特許権収入等の増収に努めたことにより、予算額に比
して決算額が183,646千円多額となっております。

（注１） 運営費交付金については、平成１９年度からの繰越額が見込を上回ったため、予算額に比して決算額
が700,953千円多額となっております。


